
第６3回東海地区国立高等専門学校体育大会 

サ ッ カ ー 競 技 要 項 

 

期 日  令和７年１１月１日（土）、１１月２日（日） 

 

会 場  裾野市運動公園 陸上競技場 

       住所：静岡県裾野市今里 1616番地の 1 

       電話番号：055-997-7277 

 

開会式  9時 00分 

 

閉会式  競技終了後 

 

チーム人員 引率 1名、監督 1名、コ−チ１名、主務 1名、記録員  1名、 

選手２０名以内、計２５名以内 

 

競技規則等 

（１） （公財）日本サッカー協会発行サッカー競技規則 2024/25による。 

（２）  試合登録選手は２０名とし、交代要員９名のうち、最大５名まで交代できる。

ただし、延長戦に入ったときは、交代要員を使い切っている、いないにかかわら

ず、さらにもう１人の交代要員が使えるものとする。 

（３）  メンバー表は、試合開始３０分前までに本部へ提出する。メンバー表のうち、

チーム役員については、最大５名の氏名、および、その順位を明記すること。た

だし、1位は監督とする。 

（４） 試合中、主審により退場を命じられた者は、本大会の次の１試合に出場すること

ができない。本大会のその後の処置については、本大会規律委員会において決定

する。大会後の処置については、（公財）日本サッカー協会において決定する。 

また、全国高等専門学校サッカー選手権大会は懲罰規程上の同一競技会とみな

し、本大会終了時点での退場による未消化の出場停止処分を持ち越す。 

なお、各試合を通じて主審より警告を２度受けた者は、次の１試合出場停止と

する。 

  



競技方法 

     第 63回大会は、B方式にて試合を行う。 

A方式 

A-（１） トーナメント戦および１、２回戦敗者による順位決定リーグ戦とする。 

A-（２） 試合時間は６０分とし延長戦は行わない。トーナメント戦において同点の場

合はＰＫ戦により勝者を決定する。ただし、決勝戦において同点の場合は２０

分の延長戦、なお同点の場合はＰＫ戦により勝者を決定する。 

     なお、ハーフタイムのインターバルは１０分とする。 

A -（３） リーグ戦の順位の決定は各試合の勝者に勝ち点３、引き分け勝ち点１、敗

者に勝ち点０を配分し、勝ち点の多いチームを上位とし、同じ勝ち点の場合は

得失点差の大きいチームを上位とし、これも同じ場合は得点の多いチームを上

位とする。なお、同位の場合は該当チーム同士の対戦の勝者を上位とし、なお

決しない場合は抽選とする。 

B方式 

B-（１） ５チーム総当りリーグ戦とする。 

B-（２） 試合時間は４０分とし延長戦は行わない。同点の場合はＰＫ戦により勝者を

決定する。 

     なお、ハーフタイムのインターバルは１０分とする。 

B-（３） リーグ戦の順位の決定は各試合の勝者に勝ち点３、PK勝者に勝ち点２、PK

敗者に勝ち点１、敗者に勝ち点０を配分し、勝ち点の多いチームを上位とし、

同じ勝ち点の場合は得失点差の大きいチームを上位とし、これも同じ場合は得

点の多いチームを上位とする。なお、同位の場合は該当チーム同士の対戦の勝

者を上位とし、なお決しない場合は抽選とする。 

 

表  彰 １位に優勝杯を、１位、２位に賞状を授与する。 

 

選手の用具 

（１）  ユニフォームは、競技規則および（公財）日本サッカー協会ユニフォーム規

程に則したものを用意する。 

（２）  背番号は高さ 25㎝-35cm、胸番号は 10cm-15ｃｍのものを付し、その番号は

参加申込書に登録した番号で 1～20番までの番号にする。 

（３）  ユニフォームの色は正副 2色（FP:シャツ・ショーツ・ソックス、GK：シャ

ツ）を参加申込書に記載し、各試合に必ず携行すること。なお、正副の 2色、

および FP・GKについては明確に異なる色とすること。 

（４）  主審は、対戦するチームのユニフォームの色彩が類似しており判別しがたい

と判断したときは、両チームの立ち会いのもとに、その試合において着用する



ユニフォームを決定する。その際、主審はシャツ・ショーツ・ソックスのそれ

ぞれについて、判別しやすい組合せを決定することができる。 

 なお、GKのシャツが同色で、両者が他のシャツと着替えることができない

場合、主審は競技を始めることを認める（ビブス等も可）。 

 

その他 

（１）  本大会における規律委員会は、別に定める規律委員会役員一覧に記された役

員により構成される。 

（２）  選手登録、および、ユニフォームの色の変更は、監督主将会議の時に行う。

以後は受付けない。 

（３）  監督主将会議は第 1日の第１試合開始６０分前から本部で行う。 

（４）  暑熱下において前・後半の中程でクーリングブレイクまたは飲水タイムを実

施する。実施は前・後半開始前に両チームへ通告する。 

（５）  雷雨、暴風雨、猛暑等で試合実施が不可能な場合は、別に定める細則に従

う。 

（６）  本地区大会は第 60回全国高等専門学校サッカー選手権大会の東海地区予選

を兼ねるものとし、本大会の 1位チームを東海ブロック代表とする。 

 なお、全国大会出場枠が 1の場合Ａ方式、２の場合Ｂ方式にて大会を行う。 


